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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　木製の框に矩形状の透明板状体が嵌め込まれる障子が窓枠に開閉自在に取り付けられた
木製窓において、
　前記透明板状体の４辺端部と前記框の内縁部との間には保持部材が配置され、
　前記透明板状体は、前記保持部材と透明板状体との間の隙間の所定の位置に嵌装された
セッティングブロックを介して前記保持部材に保持され、
　前記保持部材は、前記障子を前記窓枠に対して開放させるための金属製部材に接合部材
を介して固定されていることを特徴とする木製窓。
【請求項２】
　前記金属製部材は、フリクションステー用の金属製部材、又は丁番用の金属製部材であ
ることを特徴とする請求項１に記載の木製窓。
【請求項３】
　前記保持部材は、断面形状が略矩形状であって平面形状が略枠形状であり、前記框に前
記保持部材が嵌入される溝が形成されていることを特徴とする請求項１又は２に記載の木
製窓。
【請求項４】
　前記保持部材は、断面形状が略Ｕ字形状であって平面形状が略枠形状であり、前記框に
前記保持部材が嵌入される溝が形成されていることを特徴とする請求項１又は２に記載の
木製窓。
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【請求項５】
　前記障子のセッティングブロックは、透明板状体の自重を受ける位置、及び／又は透明
板状体の自重による回転方向の荷重を受ける位置に配置されていることを特徴とする請求
項１、２、３又は４に記載の木製窓。
【請求項６】
　前記木製窓は、前記障子の開放時に、該障子の重心位置が前記窓枠面の外側に移動する
窓であることを特徴とする請求項５に記載の木製窓。
【請求項７】
　前記木製窓は、縦すべり出し窓、横すべり出し窓であることを特徴とする請求項６に記
載の木製窓。
【請求項８】
　木製窓は、縦すべり出し窓であって、該窓の前記セッティングブロックが、前記保持部
材と前記透明板状体との間の隙間のうち、少なくとも透明板状体の下辺端部の開閉のため
の前記金属製部材側の鉛直方向の隙間１個所と、少なくとも該個所と対角上の縦辺上端部
の水平方向の隙間１個所とに配置されることを特徴とする請求項１に記載の木製窓。
【請求項９】
　木製窓は、縦すべり出し窓であって、該窓の前記セッティングブロックが、前記保持部
材と前記透明板状体との間の隙間のうち、該透明板状体の下辺端部の開閉のための前記金
属製部材側の鉛直方向の隙間１個所及び水平方向の隙間１個所と、該個所と対角上の縦辺
上端部の水平方向の隙間１個所及び鉛直方向の隙間１個所とに配置されることを特徴とす
る請求項１又は８に記載の木製窓。
【請求項１０】
　木製窓は、横すべり出し窓であって、該窓の前記セッティングブロックが、前記保持部
材と前記透明板状体との間の隙間のうち、少なくとも透明板状体の前記金属製部材に対す
る対辺側である下辺端部の鉛直方向の隙間に２個所配置されることを特徴とする請求項１
に記載の木製窓。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は障子及び木製窓に係り、特に框が木製の障子であって透明板状体が嵌め込まれ
た障子、及びこの障子を縦すべり出し窓、横すべり出し窓、勝手口ドア、又はテラス窓の
ように建物の窓枠から外側に開放される窓に適用した木製窓に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、木製窓は、木材の有する木目等の意匠の美観から、従来の木造住宅だけでなく、
工業化住宅や集合住宅でも利用されるようになってきた。このような傾向から、より大面
積のガラス板を利用した木製窓の需要も高まってきている。又、木製窓は、框で構成され
る障子及び窓枠が木材であることから、アルミ製の窓に比べて断熱性に優れるという利点
がある。なお、最近の窓枠は、躯体開口部に嵌め込まれる本体の外枠は金属製であり、躯
体開口部に沿って露出する枠体は障子と同様に木材で作られ、強度と意匠性を合わせ持っ
ているものもある。
【０００３】
　このような主要部材が木材からなる障子、木製窓において、太陽光、雨風、長期の高い
湿度、腐朽菌などの影響によって木製部材が劣化するために、表面の塗装等を工夫するこ
とによって耐久性の向上を図っている。例えば、特許文献１には、木材の劣化を防止する
ために耐候性を向上するための塗料及び塗装方法が開示されている。
【０００４】
　又、劣化が障子及び窓枠の接合部に達する場合には、障子の框や窓枠の接合部の形状や
接合状態に変化を及ぼす場合がある。これらに対して例えば、特許文献２には、木製障子
の変形を抑制するために金属製のボルトを利用する方法が開示されている。



(3) JP 4968513 B2 2012.7.4

10

20

30

40

50

【０００５】
　更に、ガラス板が大きい場合には、その重量が大きくなるため、保持部分が劣化しない
ための対策が特に必要である。例えば、特許文献３には、外観及び施工性が良好で、低コ
ストの木製窓を提供することを目的として、金属製の保持部材を利用してガラス板を把持
し、それを通じて外枠に固定する構造が開示されている。
【０００６】
　しかしながら、木材の腐朽菌による劣化については、表面の塗装等により劣化のスピー
ドを遅らせることはできるが、腐朽による劣化を止める根本的な解決方法があるとは言え
ない。又、框に金属製の補強材を付けること等によって形状変形を抑制する方法について
は、木材の構造的な働きをしている部分自体が劣化した場合には、その機能を維持するこ
とは難しい。このため一般的には、木材を用いた建具は、腐朽を防止するために塗装や劣
化の状況の確認等の保守及び管理が必要となっている。
【特許文献１】特開２００４－１３７４４５号公報
【特許文献２】特開平１０ －１８４２１７号公報
【特許文献３】特開２００４－１６２３３３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、従来の木製窓は、ガラス板の重量を木製の障子で支持する構造なので、採光
面積を確保するために大サイズのガラス板を採用しようとすると、その重量に耐えるため
に框が大型になるという欠点があった。又、縦框と横框とを接合する、ホゾ組の構造が複
雑化するという欠点があった。更に、同様の理由により、木製窓が嵌め込まれる躯体の開
口部に対して、框の占める面積が大きくなるため、前記開口部に対してガラス面の面積、
すなわち、採光面積を大きく確保することができないという問題もあった。
【０００８】
　このような問題を解消する窓として、框及び窓枠等の主要部分をアルミニウム製とし、
表面部分を木で被覆したアルミニウムと木材の複合タイプの木製窓がある。しかしながら
、この木製窓は、主要部材が木材からなる木製窓に比べて断熱性が低くなる等の問題があ
った。
【０００９】
　又、主要部材を木材にした場合でも、木製窓の剛性を向上させるための金属製の部材の
利用が多くなると、複合タイプの窓と同じく断熱性が損なわれ、窓全体の重量が増加する
という欠点があった。又、金属製部材の構造が複雑になると、窓の組み立て性も損なわれ
るという問題もあった。
【００１０】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたもので、大サイズの透明板状体であっても
木製の框を大型にすることなく保持することができ、又、簡単な構造で部品点数が少なく
、窓の総重量の増加を抑制し、更に組み立てが簡単な障子及び木製窓を提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明者は、従来の障子の框が、透明板状体を支える機能と断熱及び気密機能の三つの
機能を備えるのに対して、透明板状体を支える機能のうちその自重を支える機能を框から
分離して、自重を透明板状体の４辺端部又は３辺端部に対して隔置した保持部材によって
支持する構造を発明した。この構造によれば、透明板状体の自重を保持部材が支持するた
め、大サイズの透明板状体であっても木製の框を大型にすることなく保持できること、更
に、この保持部材をフリクションステー用の金属製部材、又は丁番用の金属製部材に接合
部材を介して固定することで、保持部材を前記金属製部材を介して窓枠に固定することに
なり、構造的に信頼性が高い木製窓を提供できることを見出した。なお、透明板状体を支
える機能のうち透明板状体の面外方向を支える機能については、従来通り、主に框の押し
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縁による。
【００１２】
　すなわち、本発明は、木製の框に矩形状の透明板状体が嵌め込まれる障子が窓枠に開閉
自在に取り付けられた木製窓において、前記透明板状体の４辺端部と前記框の内縁部との
間には保持部材が配置され、前記透明板状体は、前記保持部材と透明板状体との間の隙間
の所定の位置に嵌装されたセッティングブロックを介して前記保持部材に保持され、前記
保持部材は、前記障子を前記窓枠に対して開放させるための金属製部材に接合部材を介し
て固定されていることを特徴としている。
【００１３】
　本発明によれば、保持部材が、透明板状体を保持する部材として、框の内縁部に沿って
配置されているので、框が木製のため腐朽によって劣化、又は変形した場合にも框の状態
によらず、透明板状体を保持する機能の変化が小さく、長期に亘って構造的な信頼性の高
い障子を提供できる。又、保持部材が透明板状体を保持するので、框が元々有していた保
持機能を分担する分、框の断面積を小さくできる。よって、躯体開口部に対する透明板状
体の採光面積を大きくとることができる。更に、保持部材が框の内縁に沿って配置される
ため、セッティングブロックを介して局所的に加わる透明板状体の自重による荷重を保持
部材によって分散し、その力が框に伝わるので、框の局所的な変形を防止できる。又、セ
ッティングブロックを介して透明板状体を保持部材に保持して、弾性的に支持しているの
で透明板状体の端部が傷つくことがなく、より構造的な信頼性の高い障子を提供できる。
例えば、透明板状体がガラスの場合は、特に傷によってガラスが破損しやすくなる場合が
あるため効果がある。
【００１６】
　本発明は、前記保持部材は、断面形状が略矩形状であって平面形状が略枠形状であり、
前記框に前記保持部材が嵌入される溝が形成されていることを特徴とする。
【００１７】
　本発明によれば、保持部材の断面が略矩形状で、その平面形状が略枠形状で、その保持
部材が框に嵌入されるので、保持部材が框の内縁部の周辺に納まるため目立たず、又框の
外周が大きくならないため、意匠性を損なうことのない木製障子を提供できる。
【００１８】
　本発明は、前記保持部材は、断面形状が略Ｕ字形状であって平面形状が略枠形状であり
、前記框に前記保持部材が嵌入される溝が形成されていることを特徴とする。
【００１９】
　本発明によれば、保持部材の断面形状が略Ｕ字形状のため断面形状が略矩形の場合に比
べて透明板状体の端面と保持部材の底面との距離が大きくなり、そこを雨水の排水経路と
した排水性のよい木製障子を提供できる。好ましくは、保持部材と框に排水性を向上させ
る貫通穴を設けることにより、更に排水性がよくなり、透明板状体や框の耐久性を向上さ
せることもできる。例えば、透明板状体が複層ガラスの場合には、特にその耐久性を高め
る点で効果が高い。
【００２３】
　本発明によれば、長期に亘って構造的な信頼性の高い木製窓を提供できる。
【００２５】
　本発明によれば、保持部材を開放させるための金属製部材に接合部材を介して固定して
いるので、透明板状体の自重が直接框にかかることがなく、木製の框が腐朽による劣化、
変形等により框の強度が低下した場合でも、透明板状体は保持部材及び接合部材を介して
金属製部材に支持されているため、保持機能の変化がなく、より一層長期に亘って構造的
な信頼性の高い木製窓を提供できる。
【００２６】
　本発明の前記金属製部材は、フリクションステー用の金属製部材、又は丁番用の金属製
部材であることを特徴とする。
【００２７】
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　本発明によれば、保持部材を開放させるための金属製部材は、特にフリクションステー
用の金属製部材、又は丁番用の金属製部材とすることで得られるので、接合部材を追加す
るだけで、別途専用の金属製部材を設ける必要はない。
【００２８】
　本発明のセッティングブロックは、透明板状体の自重を受ける位置、及び／又は透明板
状体の自重による回転方向の荷重を受ける位置に配置されていることを特徴とする。
【００２９】
　本発明によれば、障子のセッティングブロックが透明板状体の自重を受ける位置、及び
／又は透明板状体の自重による回転方向の荷重を受ける位置に配置されるので、必要最小
限の力の釣り合いを満足する位置にセッティングブロックを配置できる。
【００３０】
　本発明は、前記障子の開放時に、該障子の重心位置が前記窓枠面の外側に移動する窓で
あることを特徴とする。
【００３１】
　本発明によれば、障子の開放時に、障子の重心位置が窓枠面の外側に移動する窓におい
て特に有効となる。
【００３２】
　本発明の前記木製窓は、縦すべり出し窓、横すべり出し窓であることを特徴とする。
【００３３】
　なお、縦すべり出し窓や横すべり出し窓と同様の開閉機構を有する勝手口ドアやテラス
窓も、上記木窓に含まれる。木製窓は、開閉時に框の特に開閉のための金属製部材がある
反対の上部コーナーに最も自重による荷重がかかる。このため、この部分の木製の框の構
造は、一般的には、コーナー部をホゾ組として接着面積を大きくしてこの荷重に抗する。
本発明では、前述の通り、保持部材が透明板状体を保持する機能を有しているので、この
上部コーナーには大きな力は発生せず、その分、この部分の構造を簡素化できる。これに
よって、組み立ても簡素化できる。例えば、ホゾ組から、構造のみならず組み立ても簡単
になる突合せ構造に変更でき、又従来接着材に要求していた性能の低減も可能となる。
【００３４】
　本発明は、縦すべり出し窓であって、該窓の前記セッティングブロックが、前記保持部
材と前記透明板状体との間の隙間のうち、少なくとも透明板状体の下辺端部の開閉のため
の前記金属製部材側の鉛直方向の隙間１個所と、少なくとも該個所と対角上の縦辺上端部
の水平方向の隙間１個所とに配置されることを特徴とする。
【００３５】
　本発明によれば、縦すべり出し窓において、自重を窓枠に固定した開閉のための金属製
部材の近くで支持し、更に自重によって発生する回転モーメントを対向する縦辺のセッテ
ィングブロックで支持することによって、力の釣り合いが満足される。このため、最小限
のセッティングブロックの位置を提供する。
【００３６】
　本発明は、縦すべり出し窓であって、該窓の前記セッティングブロックが、前記保持部
材と前記透明板状体との間の隙間のうち、該透明板状体の下辺端部の開閉のための前記金
属製部材側の鉛直方向の隙間１個所及び水平方向の隙間１個所と、該個所と対角上の縦辺
上端部の水平方向の隙間１個所及び鉛直方向の隙間１個所とに配置されることを特徴とす
る。
【００３７】
　本発明によれば、縦すべり出し窓において、自重を窓枠に固定した開閉のための金属製
部材の近くのコーナーの２個所で支持し、更に自重によって発生する回転モーメントを対
角上のコーナーの２個所のセッティングブロックで支持することによって、より安定的に
支持される。
【００３８】
　本発明は、横すべり出し窓であって、該窓の前記セッティングブロックが、前記保持部
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材と前記透明板状体との間の隙間のうち、少なくとも透明板状体の前記金属製部材に対す
る対辺側である下辺端部の鉛直方向の隙間に２個所配置されることを特徴とする。
【００３９】
　本発明によれば、横すべり出し窓において、窓枠に固定した金属製部材の２点で保持部
材が安定的に支えられるその下辺２点で、自重を支持することによって力の釣り合いが満
足されるため、最小限のセッティングブロックの位置を提供する。
【００４０】
　本発明全体として、保持部材の使用による部品点数の増加は少なく、施工性及びコスト
面での影響が少ない。又、透明板状体の保持の信頼性が高まるので、従来の木製窓に必要
な保守の頻度を少なくできる。更に、框の断面積を小さくできることは、框の軽量化と低
コスト化も可能となる。
【００４１】
　又、前記セッティングブロックと前記保持部材との間に空間が空くように保持部材を形
成すれば、その空間を排水用通路として利用でき、更に、下部の保持部材の所定の位置に
開口部と、これに連通する貫通孔を框に形成することにより、排水用通路に流れた雨水等
を障子から外部に排水できる。
【発明の効果】
【００４２】
　本発明においては、框の劣化によらず、透明板状体を把持する機能を長期に亘って維持
し、構造的な長期信頼性が得られる。
【００４３】
　又、本発明においては、保持部材を開閉機能のために設けた窓枠に固定した金属部材に
接合する構造により、框の劣化によらず、透明板状体を把持する機能をより長期に亘って
維持し、構造的なより高い長期信頼性が得られる。更に、保持部材が嵌入される溝が框に
形成されているので、保持部材が目立たず、納まり、組み立て性の向上が得られる。更に
又、保持部材の断面形状が略Ｕ字形状であるので、雨水の排水経路とした排水性のよい木
製障子を提供できる。
【００４４】
　以上の効果から、木製窓に必要な保守の頻度を少なくできる。又、この構造によれば、
框にかかる透明板状体の自重を分散することができるので、框の部分的な変形も防止でき
る。更に、本発明に関わる部品点数も少なく、組み立ても簡単にできる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４５】
　以下、添付図面（図１～図１０）に従って、本発明に係る障子及び木製窓の好ましい実
施の形態について詳説する。
【００４６】
　図１は、実施の形態の縦すべり出し窓１０の障子１２が開放された状態を示す外観図で
あり、図２は、縦すべり出し窓１０の構造を模式的に示した正面図である。この縦すべり
出し窓１０は、木製の縦框２６、２６と横框２８、２８とを接合して構成される障子１２
と、障子１２を図２に示す上下一対のフリクションステー（金属製部材）１８、１８を介
して開閉自在に支持する矩形の窓枠２０とからなるサッシに、矩形の複層ガラス（透明板
状体）１６が障子１２に嵌め込まれることにより構成される。ただし、図２は、各部材の
位置関係の概略を示すもので、実際には後述するフラットバー（保持部材）３２、セッテ
ィングブロック３０Ａ～３０Ｄ、ボルト４０（接合部材）、フリクションステー１８、及
び複層ガラス１６の一部は縦框２６、２６と横框２８、２８に隠れている。
【００４７】
　なお、実施の形態では、透明板状体として図３に示す複層ガラス１６を例示したが、こ
れに限定されるものではなく、単板ガラス、合わせガラス、透明のポリカーボネート板、
及びこれらの透明板状体の組み合わせであってもよい。又、窓枠２０は、躯体開口部に嵌
め込まれる本体の外枠２２は金属製でも木製でもよく、躯体開口部に沿って露出する枠体
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２４は障子１２と同様に木製で、縦すべり出し窓１０全体として木製の意匠性が高められ
ている。
【００４８】
　障子１２で複層ガラス１６を除く部分は、図１、図２の如く、木製の縦框２６、２６と
横框２８、２８とをホゾ組等の接合構造により、矩形の枠状に組み付けることにより構成
される。そして、障子１２の内縁部には、複層ガラス１６をセッティングブロック３０Ａ
～３０Ｄを介して保持するためのフラットバー３２が設けられている。
【００４９】
　かかる構成から障子１２の複層ガラス１６は、フラットバー３２と複層ガラス１６との
間の隙間の所定の位置に嵌装されたセッティングブロック３０Ａ～３０Ｄを介してフラッ
トバー３２に保持される。これにより、複層ガラス１６の自重及びその回転モーメントに
よる荷重に対してフラットバー３２が抗する。
【００５０】
　フラットバー３２は、図３に示すように断面が略矩形状であって、その平面形状が図２
の如く複層ガラス１６の４辺端部に沿った略枠形状であり、障子１２の内縁部に形成され
た凹状の溝部１５（図３参照）に嵌合されている。又、このフラットバー３２に縦框２６
、２６と横框２８、２８が皿形の木ねじ３４によって固定されている。なお、図３の符号
３６は、複層ガラス１６を保持させる押し縁であり、これも又木ねじ３８によって縦框２
６、２６と横框２８、２８に固定されている。
【００５１】
　フラットバー３２は、鉄、ステンレス、アルミニウム等の金属製であるが、縦框２６、
２６と横框２８、２８の内部が腐朽するとアルカリ性になり、鉄やステンレスは腐食する
可能性が高いため、アルミニウム製が好ましい。又、フラットバー３２の構成は、一本の
バー材を折り曲げ、端部を接合（溶接、ビス、リベット）して構成してもよく、又、４本
のバー材をコーナー４点で接合（溶接、ビス、リベット）して構成してもよい。更に、Ｌ
字状に折り曲げられた２本のバー材をコーナー２点で接合（溶接、ビス、リベット）して
構成してもよい。１本で製作すると、曲げ工程は増えるが接合個所は１個所で済む。又、
４本のバー材で製作すれば、曲げ工程は必要ないが接合個所が４個所となる。溶接を選択
すると、ビス留めの工程が減り、量産時には施工性が向上する。又、ビス留めは、現場で
の微調整も可能で、木材の伸縮を考えると好ましい。
【００５２】
　ところで、フラットバー３２の上部及び下部は、図２に示すようにアルミニウム製、又
は鉄製のボルト４０、４０を介して上下のフリクションステー１８、１８に固定されてい
る。これにより、フラットバー３２が窓枠２０に安定的に固定されることになる。この構
造により、複層ガラス１６は障子１２に直接支持される訳ではなく、セッティングブロッ
ク３０Ａ～３０Ｄ、フラットバー３２、ボルト４０、４０、及びフリクションステー１８
、１８を介して窓枠２０に安定的に支持されることになる。
【００５３】
　又、この木製窓は、縦すべり出し窓１０なので、すなわち、障子１２の開放時に、障子
１２の重心位置が窓枠２０の面の外側に移動する窓であるので、セッティングブロック３
０Ａ～３０Ｄのうち下側の一対のセッティングブロック３０Ａ、３０Ｃは、複層ガラス１
６の自重を受ける位置に配置され、上側の一対のセッティングブロック３０Ｂ、３０Ｄは
、複層ガラス１６の回転方向の荷重を受ける位置に配置されている。即ち、この場合は本
発明でのセッティングブロックの配置に対応する。なお、複層ガラス１６の回転方向とは
、複層ガラス１６の自重を受ける下側の一対のセッティングブロック３０Ａ、３０Ｃの近
傍に位置する軸を中心に、複層ガラス１６が複層ガラス１６の面に沿って回転する（傾く
）方向を指している。要するに、セッティングブロック３０Ａ～３０Ｄは、フラットバー
３２と複層ガラス１６との間の隙間のうち、少なくとも複層ガラス１６の下辺端部の回転
軸（フリクションステー１８）側の鉛直方向の隙間１個所の３０Ａと、少なくとも複層ガ
ラス１６の非回転軸側の縦辺上端部の水平方向の隙間１個所の３０Ｂとに配置されればよ
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い。このようなセッティングブロック３０Ａ～３０Ｄの配置は、勝手口ドア、テラス窓に
おいても同様である。
【００５４】
　次に、前記の如く構成された障子１２及び木製窓１０の効果について説明する。
【００５５】
　まず、実施の形態の障子１２によれば、フラットバー３２が、複層ガラス１６を保持す
る部材として、障子１２の内縁部に沿って配置されているので、障子１２（縦框２６、２
６と横框２８、２８）が木製のため腐朽によって劣化、又は変形する可能性があるが、障
子１２の状態によらず、複層ガラス１６を保持する機能の変化が小さく、長期に亘って構
造的な信頼性の高い障子１２を提供できる。又、フラットバー３２が複層ガラス１６を保
持するので、障子１２が元々有していた保持機能をフラットバー３２が分担する分、縦框
２６、２６と横框２８、２８の断面積を小さくできる。よって、複層ガラス１６の採光面
積を躯体開口部に対して大きくとることができる。更に、フラットバー３２の効果により
、縦框２６と横框２８とを接合する複雑形状のホゾ組を単なる突合せ接合構造に変更する
ことができ、障子１２の組み立てが簡単になる。更に又、フラットバー３２が障子１２の
内縁部に沿って配置されるため、セッティングブロック３０Ａ～３０Ｄを介して局所的に
加わる複層ガラス１６の自重による荷重をフラットバー３２によって分散するので、縦框
２６、２６と横框２８、２８の局所的な変形を防止できる。
【００５６】
　又、セッティングブロック３０Ａ～３０Ｄを介して複層ガラス１６をフラットバー３２
に保持して、弾性的に支持しているので複層ガラス１６の端部が傷つくことがなく、より
構造的な信頼性の高い障子１２を提供できる。フラットバー３２の断面が略矩形状で、そ
の平面形状が略枠形状で、図３に示すようにそのフラットバー３２が縦框２６、２６と横
框２８、２８の凹部１５に嵌入される場合には、フラットバー３２が縦框２６、２６と横
框２８、２８の内縁部の周辺に納まるため目立たず、又縦框２６、２６と横框２８、２８
の外周が大きくならないため、意匠性を損なうことのない木製の障子１２を提供できる。
【００５７】
　更に、複層ガラス１６がセッティングブロック３０、フラットバー３２、ボルト４０、
４０、及びフリクションステー１８，１８を介して窓枠２０に安定的に支持されることに
なるので、障子１２（縦框２６、２６と横框２８、２８）においては、複層ガラス１６の
全荷重を受ける従来の障子と比較して、それほどまでの強度を必要とせず、縦框２６、２
６と横框２８、２８の断面積を小さくでき、障子１２を小型化できる。ただし、耐風圧機
能に支障が無い範囲で小型化することは言うまでもない。
【００５８】
　図４は、フラットバー３２の他の実施の形態を示した障子１２の断面図であり、図３に
示した障子１２と同一又は類似の部材については同一の符号を付して説明する。
【００５９】
　図４に示すフラットバー３２は、断面形状が略Ｕ字形状に形成され、前述のように縦框
２６、２６と横框２８、２８側の凹部１５に嵌入されている。又、図示していないが、図
４のフラットバー３２も平面形状が略枠形状である。更に、フラットバー３２には図５（
Ａ）で示す丸孔の排水口４２、又は図５（Ｂ）で示す矩形状の排水口４４が形成される。
そして、これらの排水口４２、又は４４に連通する複数の貫通孔４６が下側の横框２８に
所定の間隔をもって形成されている。
【００６０】
　このように構成された障子１２によれば、フラットバー３２の断面形状が略Ｕ字形状の
ため、複層ガラス１６の端面とフラットバー３２との間に、雨水の排水経路となる空間３
３が形成される。これにより、排水性のよい木製障子を提供できる。又、フラットバー３
２と下側の横框２８に排水性を向上させる排水口４２、又は４４、貫通穴４６を形成して
いるため、更に排水性がよくなり、複層ガラス１６や縦框２６、２６と横框２８、２８の
耐久性が向上する。透明板状体が複層ガラス１６の場合には、特にその耐久性を高める点
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で効果が高い。
【００６１】
　図６は、図２に示した例とは一部異なる木製の開き窓５０の構造を模式的に示した正面
図であり、図２に示した縦すべり出し窓１０と同一又は類似の部材については同一の符号
を付して説明する。なお、図６は、図２と同様に各部材の位置関係の概略を示すもので、
実際にはフラットバー３２、セッティングブロック３０Ａ～３０Ｄ、ボルト４０、丁番５
２、フリクションストッパー５４、及び複層ガラス１６の一部は縦框２６、２６と横框２
８、２８に隠れている。図６においても、図示されたように複層ガラス１６の左下コーナ
ー部に設けられたセッティングブロック３０Ａ、３０Ｃと、右上コーナー部に設けられた
セッティングブロック３０Ｂ、３０Ｄとは、対角位置関係となっている。
【００６２】
　図６の開き窓５０は、窓枠２０の縦枠に設けられた金属製の丁番５２、５２を介して木
製の障子１２が窓枠２０に開閉自在に取り付けられた窓である。又、障子１２は、窓枠２
０の上下の横枠に設けられたフリクションストッパー５４、５４を介して窓枠２０に取り
付けられるとともに、フリクションストッパー５４、５４によってその開放角度が規制さ
れている。
【００６３】
　そして、セッティングブロック３０Ａ～３０Ｄを介して複層ガラス１６を保持するフラ
ットバー３２は、図７の如く、丁番裏５６と縦框２６とで挟持されるようにボルト４０を
介して丁番５２に固定されている。
【００６４】
　図６に示す開き窓５０によれば、図１に示した縦すべり出し窓１０と開放形態が異なる
だけであり、前述した縦すべり出し窓１０と同様の効果を得ることができる。なお、実施
の形態の開き窓５０はフリクションストッパー５４を備えているが、フリクションストッ
パー５４を備えていない開き窓の場合も適用できる。
【００６５】
　図８は、木製の横すべり出し窓６０の構造を模式的に示した正面図であり、図２に示し
た縦すべり出し窓１０と同一又は類似の部材については同一の符号を付して説明する。な
お、図８は、図２及び図６と同様に各部材の位置関係の概略を示すもので、実際にはフラ
ットバー３２、セッティングブロック３０、ボルト４０、フリクションステー１８、及び
複層ガラス１６の一部は縦框２６、２６と横框２８、２８に隠れている。
【００６６】
　図８の横すべり出し窓６０に設けられるフラットバー３２は、平面形状が略凹形状（略
コ字形状）であり、図示していないが、断面は略矩形状（図３参照）又は略Ｕ字形状（図
４参照）に形成されている。又、同様に縦框２６、２６と横框２８、２８側にはフラット
バー３２を嵌合する溝が形成されている。更に、このフラットバー３２は、その両上端部
がボルト４０、４０（接合部材）を介してフリクションステー１８、１８に固定されてい
る。
【００６７】
　一方、横すべり出し窓６０のセッティングブロック３０、３０は、フラットバー３２と
複層ガラス１６との間の隙間のうち、少なくとも複層ガラス１６の非回転軸側の下辺端部
の鉛直方向の隙間に２個所嵌装配置されている。
【００６８】
　このように構成された横すべり出し窓６０によれば、前述した縦すべり出し窓１０と同
様の効果の他、窓枠２０に固定したフリクションステー１８、１８の上部２点でフラット
バー３２が安定的に支えられるその下辺２点で、自重を支持することにより力の釣り合い
が満足されるため、最小限のセッティングブロックの位置を提供する。
【００６９】
　図９は、木製の勝手口ドア７０の構造を模式的に示した正面図であり、図１～８に示し
た実施の形態と同一又は類似の部材については同一の符号を付して説明する。なお、図９
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は、図２、図６、及び図８と同様に各部材の位置関係の概略を示すもので、実際にはフラ
ットバー３２Ａ、３２Ｂ、セッティングブロック３０、ボルト４０、ボルト７２、丁番５
２、及び複層ガラス１６Ａ、１６Ｂの一部は縦框２６、２６と横框２８、２８に隠れてい
る。
【００７０】
　この勝手口ドア７０は、２枚の複層ガラス１６Ａ、１６Ｂが支持された障子１２が、３
個の丁番５２、５２、５２を介して窓枠２０に開閉自在に取り付けられることにより構成
されている。なお、下側の複層ガラス１６Ｂは、透明板状体でなくてもよく、目隠しとし
て利用する場合もある。
【００７１】
　又、上側の複層ガラス１６Ａをセッティングブロック３０、３０…を介して保持する略
枠形状のフラットバー３２Ａは、２本のボルト４０、４０を介して２個の丁番５２、５２
に固定され、下側の複層ガラス１６Ｂをセッティングブロック３０、３０…を介して保持
する略枠形状のフラットバー３２Ｂは、２本のボルト７２、７２を介して上側のフラット
バー３２Ａに吊り下げられるように支持されている。
【００７２】
　複層ガラス１６Ａにおけるセッティングブロック３０、３０…の配置の考えは、図２に
示した縦すべり出し窓１０のセッティングブロック３０Ａ～３０Ｄと同様であり、複層ガ
ラス１６Ｂにおけるセッティングブロック３０、３０…の配置の考えは、図８に示した横
すべり出し窓６０のセッティングブロック３０、３０…と同様である。これにより、少な
い部材で効率的に構成、組み立てが可能となる。
【００７３】
　なお、上記実施の形態では、フラットバー３２の断面を略矩形状、略Ｕ字形状とした例
のみ説明したが、これに限定されるものではない。例えば、フラットバー３２に、複層ガ
ラス１６の面外方向の把持をする部材を少なくとも２個所を設けてもよい。具体的には、
透明板状体の端部を囲うようなＵ字の部材、あるいは、透明板状体の端部の２側面を別々
の２枚の板で把持する等の形態でも適用できる。
【００７４】
　又、縦すべり出し窓、開き窓、勝手口ドア、テラスドア等で利用するフラットバー３２
の枠形状として、図１０（Ａ）、（Ｂ）で示すように略Ｌ字形状であって、その両先端が
更にＬ字状に屈曲した屈曲端部（保持部材）３２Ａ、３２Ｂを有する構造とすることもで
きる。この場合、保持部材は開放端を有するが透明板状体の４辺を支持する構造となる。
図１０（Ａ）は、フラットバー３２をフリクションステー１８に固定した例、図１０（Ｂ
）は、フラットバー３２を丁番５２に固定した例である。下側のセッティングブロック３
０Ａは、複層ガラス１６の自重を受けるため、そのセッティングブロック３０Ａの取付位
置においては、図示の矢印の如く複層ガラス１６の自重による回転モーメントがかかる。
又、上側のセッティングブロック３０Ｂは、複層ガラス１６の回転方向の荷重を受けるた
め、そのセッティングブロック３０Ｂの取付位置においては、図示の矢印の如く複層ガラ
ス１６の回転によるモーメントがかかる。なお、複層ガラス１６の回転方向とは、複層ガ
ラス１６の自重を受ける下側のセッティングブロック３０Ａ近傍に位置する軸Ｏ（仮想軸
）を中心に、複層ガラス１６が複層ガラス１６の面に沿って回転する方向を指している。
【産業上の利用可能性】
【００７５】
　本発明によれば、大型の木製の縦、横すべり出し窓、開き窓、勝手口ドア、テラスドア
等において、ガラス板、ポリカーボネート板等の透明板状体を把持する機能を、木材の経
年変化によらず、長期に亘って維持し、構造的な高い信頼性を有する木製窓が得られる。
又、本発明を樹脂製の窓に利用すれば、少ない追加部材で同様の長期の構造的な信頼性が
得られ、更に框にかかる透明板状体の自重による框の変形を防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００７６】
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【図１】実施の形態の縦すべり出し窓の障子が開放された状態を示す外観図
【図２】図１に示した縦すべり出し窓の構造を模式的に示した正面図
【図３】図２の３－３線に沿う障子の断面図
【図４】断面略Ｕ字形状のフラットバーが適用された障子の断面図
【図５】排水口が形成されたフラットバーの要部斜視図
【図６】実施の形態の木製の開き窓の構造を模式的に示した正面図
【図７】フラットバーが丁番に固定された状態を示した障子の断面図
【図８】実施の形態の横すべり出し窓の構造を模式的に示した正面図
【図９】実施の形態の木製の勝手口ドアの構造を模式的に示した正面図
【図１０】フラットバーの変形例を示した平面図
【符号の説明】
【００７７】
　１０…縦すべり出し窓、１２…障子、１５…凹状の溝部、１６…複層ガラス（透明板状
体）、１８…フリクションステー（金属製部材）、２０…窓枠、２６…縦框、２８…横框
、３０…セッティングブロック、３０Ａ…セッティングブロック、３０Ｂ…セッティング
ブロック、３０Ｃ…セッティングブロック、３０Ｄ…セッティングブロック、３２…フラ
ットバー（保持部材）、３２Ａ…屈曲端部（保持部材）、３２Ｂ…屈曲端部（保持部材）
、４０…ボルト（接合部材）、５０…開き窓、５２…丁番（金属製部材）、５４…フリク
ションストッパー、６０…横すべり出し窓、７０…勝手口ドア、７２…ボルト

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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